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研究成果の概要（和文）：熱溶菌糸状菌と木質バイオマスからグルコースを生産する新規プロセスを開発するため、ま
ずバイオマス資源上で生育する熱溶菌糸状菌を定量するシステムを開発した。その後、熱溶菌糸状菌が最適に生育する
バイオマス資源の条件検討を行った。その結果、総炭素量が300 g/㎏程度、総窒素が15 g/㎏、C/N比＝20程度が最大の
生育を示すことが明らかとなった。その時のグルコース生産は、バイオマス量の約15％程度であった。
　本システムにより生産したグルコースを用い、酵母によるエタノール生産を行ったところ、約5％のエタノールを生
産し、木質バイオマス→熱溶菌糸状菌→グルコース→エタノールのシステム基盤を構築した。

研究成果の概要（英文）：To construct new process for glucose production using biomass resources and heat 
soluble fungi, biomass of heart soluble fungi evaluation system was constructed. And then, suitable 
biomass condition for the fungi growth was determined. As the result, total carbon : about 300 g/kg, 
total nitrogen : about 15g/kg, C/N ratio : about 20 were suitable condition for the growth. The glucose 
productivity in the condition was about 15% of biomass of fungi.
Ethanol production was carried out by yeast using the produced glucose, and about 5 % of ethanol was 
produced. The ethanol production system with biomass and heart soluble fungi was constructed in the 
research.

研究分野： 環境微生物学、環境科学
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１．研究開始当初の背景 
 木質バイオマスを用いたエネルギー生産
に関する研究開発が行われており、化学法、
物理法、および酵素法等が開発されてきた。
しかしながら、コストや効率等の問題から、
実用化には至っておらず、新たな技術開発が
望まれていた。 
 我々は、木質バイオマス上で旺盛に生育す
る糸状菌を分離し、55℃の熱処理をすること
により、自己溶解しグルコースを生成するこ
とを見出していた。 
 
２．研究の目的 
 熱溶菌糸状菌と余剰バイオマス資源を用
いたグルコース生産の効率化を行い、酵母を
用いたエタノール生産を行う新規システム
を構築することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 バイオマス中での熱溶菌糸状菌を定量す
るため、エルゴステロールと 18SrDNA を指標
として解析した。エタノール生産は、清酒用
酵母を用いて行い、アルコールの定量は HPLC
法を用いた。 
 
４．研究成果 
（１）熱溶菌糸状菌 Fusarium sp. 72-1 が生
育するバイオマスの最適条件を確定した。 
（２）バイオマス中で生育している熱溶菌糸
状菌 Fusarium sp. 72-1 の定量方法を確立し
た。 
（３）熱溶菌糸状菌 Fusarium sp. 72-1 と木
質バイオマスからグルコースを生産し、エタ
ノールに変換する一連の新規基盤技術を構
築した。 
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番号：特願 2015-253978  
出願年月日：平成 27 年 12 月 25 日 
国内外の別：国内 

 
 

2.名称：『水浄化処理装置及び水浄化処理方
法』 
発明者：久保幹、向真樹、Dinesh Adhikari 
権利者：学校法人立命館、株式会社ワコー

ル、株式会社メタルファンテック 
種類：特許 
番号：特願 2014-214802 
出願年月日：平成 26 年 10 月 21 日 
国内外の別：国内 

 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
久保 幹(KUBO MOTOKI) 
立命館大学・生命科学部・教授 

 研究者番号：60249795 
 
 

 


